
（参考様式第１号）

３．対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

・中心経営体に集積・集約化する。

４．３の方針を実現するために必要な取組に関する方針
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　（備考）

・農業をリタイア・経営転換する人は、原則として農地中間管理機構に貸し付ける。
・農業の生産効率の向上や農地集積・集約化を図るため、農地や農業用施設（用水路等）の整備について、地域で検討する。
・新しい技術の導入と機械化の推進による効率化・省力化を進める。
・農産物のブランド化・高付加価値化に地域で取り組む。

i　うち後継者のいない農業者の耕作面積の合計 0.4 ha

２．対象地区の課題

・平坦な農地が多いが、雨天時に地区の一部が冠水し、塩害の影響により栽培出来る作物が限られる。
・高齢化が進んでおり、後継者のいない農業者が多い。

ii　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0.0 ha

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向がある耕作面積の合計

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積 28.1 ha

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 0.4 ha

１．対象地区の現状

市町村名 対象地区名
（地区内集落名）

作成年月 直近の更新年月

①地区内の耕地面積 38.0 ha

気仙沼市 小泉区／小泉地区


